
自由民主党千葉市議会議員団自由民主党千葉市議会議員団 宇留間　又衛門

議会中継（録画放映）

新設する児童相談所などの整備に
向けた見解は

児童相談所や発達支援に係る施設、高齢者支
援施設などの整備について、市長の想いは。
児童相談所では、虐待などに迅速かつ的確に
対応できる体制整備により、子どもの最善の

利益を追求する。また、子どもの発達支援に係る施
設を集積し、切れ目のない支援を行う。加えて、世
代間交流を促す高齢者支援施設などを一体的に整備
し、子どもや子育て世帯への支援を社会全体で図る。
これらの整備により、子育て支援を軸とした効果的
な連携を実現し、誰もが自分らしく活躍できるまち
づくりに取り組む。

問

答

公明党千葉市議会議員団公明党千葉市議会議員団 伊藤　康平

情報取得や意思疎通に支援が
必要な方に対する本市の考え方は

令 和6年4月 の 改 正 障 害 者 差 別 解 消 法 の 
施行※4などを踏まえた市の考えを伺う。
障害のある方が情報を十分に取得・利用し、
円滑な意思疎通を図ることは、差別の解消に

極めて重要である。障害のある方への支援について、
行政、市民、事業者などがともに取り組んでいく方
策の一つとして、条例の検討に着手している。

問

グリーントランスフォーメーション
（GX）※5の実現に向けた取り組みは

プラスチックごみの分別収集・
再資源化事業の体制強化の取り組みは

プラスチックごみの削減や再資源化は環境
行政における重要課題のひとつであるが、今

後の取り組みを伺う。
町内自治会などの協力のもと、モデル地区を
3地区選定し、プラスチック製容器包装・プラ

スチック使用製品の一括収集を、半年程度実施する。
収集量やプラスチックごみの割合などを把握するほ
か、アンケート調査により、分別収集に対する協力
意識などを把握し、モデル事業の検証結果を踏まえ、
プラスチックごみの分別収集・再資源化事業の実施
体制を整えたい。

答

問

答

GX実現に向け、経済社会システムを変革し
ていくことが重要だが、取り組みを伺う。
農地の上部空間や調整池への太陽光発電設備
の設置などに取り組み、住宅のZEH化や自動

車のEV化などへの助成を継続する。令和6年度から
開始する脱炭素推進パートナー支援制度を活用し、
GXにつながる新技術や好事例などの紹介を行う。

問

答

日本共産党千葉市議会議員団日本共産党千葉市議会議員団 椛澤　洋平

会派として強く求めてきた
体育館へのエアコンの整備予定は

令和6年度に30校の中学校などへエアコン整
備のための実施設計を行う予定だが、残り約

120校の整備に向けたスケジュールを伺う。
部活動での熱中症対策の観点から、中学校、
高等学校、中等教育学校への整備を優先して

いく。引き続き小学校への整備も予定しており、財
源確保に努めながら、順次計画的に整備していく。

問

京葉線ダイヤの早期見直しに向けた
JR東日本との再協議は

答

本市がJR東日本に要望した内容と今後の協
議の見通しについて伺う。
ダイヤの再検討や、今後の改正では沿線自治
体から十分な理解を得ることを要望した。JR

からは、年1回のダイヤ改正のタイミングにとらわれ
ず、柔軟に対応するとの説明があったことから、引き
続きダイヤ復活が具体化されるよう、協議していく。

問

答

日本維新の会・無所属の会日本維新の会・無所属の会 大平　真弘

子どもルームから民間運営のアフタースクール
へ移行するメリットや取り組みの課題は

原則全校アフタースクールに移行するにあ
たり、メリットや取り組みの課題を伺う。
保護者の就労状況などを問わず、希望する全
ての児童が利用できることなどのメリット

がある。課題としては、現場で提供される育成支援
の質の確保と充実が必要であると認識している。

問

ヤングケアラーや老老介護を行う方
などへの支援についての取り組みは

答

介護に役立つ情報提供や相談窓口を求める
声、相談先の周知要望に対する取り組みは。
あんしんケアセンターなど、これまでの相談
体制に加え、福祉まるごとサポートセンター

の開設による相談機能の充実に努めるとともに、市
政だよりなどで相談先等を周知している。

問

答

2日間にわたり、予算議案などについて各会派を代表して5人
の議員が質疑を行いました。その一部をご紹介します（詳しく
は市議会ホームページの「議会中継（録画放映）」でご覧いただ
けます）。― 代 表 質 疑 か ら ―

立憲民主・無所属千葉市議会議員団立憲民主・無所属千葉市議会議員団 川合　隆史

こどもの発達に関する相談体制の
整備について本市の考えは

療育相談所の相談待機期間が長期化してい
るが、相談体制の整備の考え方を伺う。
こども発達相談室※1を開設し、療育相談所に
集中する相談を可能な限り本相談室で受け止

め、待機期間の長期化の解消につなげる。また、こ
どもの発達に不安を抱える保護者が心理士などの専
門職員に気軽に相談できる体制を整備することで、
障害の早期発見・早期支援に努める。

問

答

公立保育所における3歳以上児への
主食提供について、現在の検討状況は

令和6年度から段階的に主食提供を実施する
とのことだが、現在の検討状況を伺う。
6年度は54か所中27か所で実施する。8年�
4月までに民営化などが予定される保育所を

除く22か所は､ 7年度以降の実施に向けて準備を進
めていく。また、保護者には､食材料費などの実費相
当額として、保育認定児童※2は月額1,000円、教育認
定児童※3は月額900円を負担いただく予定である。

答

問

●議員定数50人（令和6年4月9日現在） ◆自由民主党千葉市議会議員団17人　◆立憲民主・無所属千葉市議会議員団11人　◆公明党千葉市議会議員団8人　◆日本共産党千葉市議会議員団7人　◆日本維新の会･無所属の会5人　◆無所属2人会派等

用語解説意見表明 予算案について会派の見解を表明予算案について会派の見解を表明
3月18日の予算審査特別委員会の採決の前に、会派を代表して5人の議員が、それぞれ令和6年度予算案に賛成･反対の立場から意見表明を行いました。その概要をご紹介します。予算審査特別委員会

物価高騰などの影響による厳しい財政状況の中、
子ども医療費助成制度の拡充、企業立地促進施策に
よる地域経済活性化や雇用確保などに取り組む未
来志向の予算編成を評価します。一方で、令和5年
度を上回る財政調整基金の取り崩しなど、将来世代
に不安を残す財政状況は強く意識すべきと考えま
す。今後も医療福祉、災害対策、施設老朽化など財
政需要は増加しますが、より一層行財政改革を行
い、未来への投資を続けていけるよう求めます。

日本維新の会・無所属の会賛成

未来志向の予算編成を評価未来志向の予算編成を評価
財政健全性の維持に配慮しつつ、未来に向けた
投資や市民生活向上に向けた施策が計上される
など、バランスのとれた予算となっていることを
確認しました。各分野では、福祉まるごとサポー
トセンターにおけるアウトリーチによる支援の
実施、公立保育所における3歳以上児への主食提
供の段階的導入、新たな生活交通バス路線維持支
援の実施などを評価します。引き続き、市民生活
の向上に全力で取り組まれるようお願いします。

立憲民主・無所属千葉市議会議員団賛成

財政健全性の維持と市民生活向上のバランスを確認財政健全性の維持と市民生活向上のバランスを確認
災害対応体制の強化、脱炭素社会の実現に向けた
取り組みなど、市民要望に応える施策が確認できま
した。財政運営は基金借入金を10億円削減するなど
着実な前進が見られますが、病院事業の累積欠損金
などの課題は未だあります。引き続き、少子高齢化
や公共施設の老朽化対策など多額の財政需要が見込
まれますが、健全な財政運営に向けた取り組みを着
実に推進するとともに、都市の活力の向上や、より
豊かな暮らしの実現に向けて努力をお願いします。

自由民主党千葉市議会議員団賛成

都市の活力の向上とより豊かな暮らしの実現を都市の活力の向上とより豊かな暮らしの実現を
本予算は、住民福祉の増進を図るという観点で
精査すると不十分であり、また、予算配分の優先
度が市民目線とかけ離れています。急ぐ必要がな
く事業効果も乏しい大型開発や企業立地に偏重し
た予算配分を見直し、市民が切実に望んでいる学
校給食費無償化の実現、地域経済活性化策として
商店街リニューアルの助成の創設、さらには高齢
者が元気に外出できる外出応援制度の創設などに
予算を振り向けるよう求めます。

日本共産党千葉市議会議員団反対

誰も取り残されない千葉市をつくるための予算を誰も取り残されない千葉市をつくるための予算を
物価高騰対策をはじめ、市民生活に密着した様々
な施策の推進と脱炭素社会に向けた取り組みなど、
本市ならではの特性を活かしつつ、未来志向のまち
づくりを推進していることが確認できました。財政
健全性維持の取り組みのほか、我が会派の要望への
取り組みも認められ、評価します。少子・超高齢社
会の進展を見据え、一層の市民福祉の向上ととも
に、持続可能な未来に希望を持てる千葉市の実現に
向け、全力で取り組まれるよう要望します。

公明党千葉市議会議員団賛成

持続可能な未来に希望を持てる千葉市の実現を持続可能な未来に希望を持てる千葉市の実現を

常任委員会 各常任委員会では、令和6年度予算案以外の補正予算・条例議案などを詳細に審査しました。質疑の一部をご紹介します。なお、各委員会の所管事項は分科会（1面）
と同じです。

総 務 委 員 会総 務 委 員 会 議案7件議案7件

定額減税※6の影響者数及び減税額の確認方法は
令和6年度の税制改正で定額減税が実施さ
れることとなったが、本市の影響者数及び

市民が住民税の減税額を確認する方法を伺う。
5年度の推定では、定額減税の対象者を約
48万人と見込んでいる。減税額の確認方法

は、住民税が給与天引きの方には5月中旬に、納
付書によりお支払いいただく方や年金天引きの方
には6月中旬に、減税額を記載した通知書を発送
するので、届いた通知書を確認いただきたい。

問

答

議案3件議案3件環境経済委員会環境経済委員会
犯罪被害者等支援条例の制定理由と特徴は

令和6年4月施行予定の本条例について、制
定に至った理由と本市の条例の特徴を伺う。
県が3年4月に犯罪被害者等支援条例を施
行し、4年3月に計画を策定したことを受

け、県と一体となって支援を行うため、本市とし
ても条例を制定することとした。条例に基づく施
策として、県内初の取り組みである性犯罪被害者
への見舞金支給や、日常生活の支援として配食や
保育サービスを実施する予定である。

問

答

教 育 未 来 委 員 会教 育 未 来 委 員 会 議案12件議案12件

総合保健医療センターの長期間の工事への対策は
同センターは老朽化により大規模改修す
るが、長期にわたる工事となる。そのため、

物価高騰などの影響が想定されるが、対策を伺う。
現在の工事費用は、公共工事積算基準に基
づき算出しており、妥当と考えている。し

かし、工事期間中に物価水準などが急激に変動す
ることもある。この変動額が一定程度を超えた場
合には、本市と事業者の双方が工事代金の変更を
請求できる契約となっている。

問

答

都市建設委員会都市建設委員会議案4件議案4件
請願1件請願1件

保育所等におけるICT化推進への本市の考えは
従前から実施しているICT化推進事業に加え
て、キャッシュレス決済などが補助対象とさ

れるが、保育所等のICT化への考えを伺う。
これまで、民間保育園等の半数以上は補助を
活用し、システム導入などを図っている。保

育士不足の中、児童の登降園管理や保護者との連絡
などへのICT活用は、保育士等の負担軽減を図り、
保育の質の確保につながるものと考えているため、
本市として民間保育園等への支援をしていきたい。

問

答

保 健 消 防 委 員 会保 健 消 防 委 員 会
介護保険料額の見直しの概要と周知方法は

介護保険の第1号被保険者である65歳以上
の方の保険料額を見直すとのことだが、見

直しの概要と周知方法を伺う。
市民税課税層の料率を引き上げ、低所得者
層の料率を引き下げることで、低所得者層

の保険料額の上昇を抑制するとともに、基金の活用
により、保険料基準額の上昇抑制を図る。見直しの
内容については、市政だよりや介護保険料の決定通
知書、介護保険料のしおりで周知を行う。

問

答

議案10件議案10件

第1回定例会から委員会中継（録画放映）を
開始しましたので、ぜひご覧ください。

※1　こども発達相談室
　　　�　未就学児の発達に関する専門的な相談窓

口。令和6年11月にポートサイドタワー9階
に開設予定

※2　保育認定児童
　　　�　保護者の労働や疾病などにより、保育を

必要とする就学前の子ども
※3　教育認定児童
　　　�　保育認定児童を除く、満3歳以上の就学前

の子ども
※4　改正障害者差別解消法の施行
　　　�　合理的配慮の提供（障害のある方から、障

壁を取り除くために何らかの対応が求めら
れたときに、負担が重すぎない範囲で対応を
行うこと）が、民間事業者にも義務化され
る。

※5　グリーントランスフォーメーション（GX）
　　　�　化石燃料中心の経済・社会、産業構造を再

生可能エネルギー中心に移行させ、経済社
会システム全体の変革を進めること。

※6　令和6年度の定額減税
　　　�　納税者及び控除対象配偶者を含めた扶養

親族1人につき、令和6年分の所得税から�
3万円、6年度分の住民税から1万円が減税
される。納税額が減税額を下回る場合は全
額減税とはならない。

【3】ちば市議会だより 令和6年（2024年）5月1日【2】 ちば市議会だより令和6年（2024年）5月1日


